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人
間
く
さ
さ
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る

今
回
、
手
書
き
の
作
品
で
最
優
秀
賞
に
次
ぐ

優
秀
賞
（
全
国
新
聞
教
育
研
究
協
議
会
賞
）
を

受
賞
し
た
の
は
、
学
級
通
信
『
富
樫
便
』（
酒
田

市
立
第
四
中
学
校
）
で
し
た
。
制
作
者
の
富
樫

紀
子
先
生
は
、
第
２
回
で
も
同
じ
く
手
書
き
の

作
品
で
審
査
員
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

第
２
回
の
受
賞
の
言
葉
で
、

「
手
書
き
に
は
手
書
き
の
よ
さ
が
あ
る
」「
う
れ

し
い
と
き
の
字
、
悲
し
い
と
き
の
字
、
怒
っ
て

い
る
と
き
の
字
な
ど
、
様
々
だ
っ
た
（
と
生
徒

は
受
け
て
と
め
て
い
る
）」

と
記
し
て
い
ま
す
。
肉
筆
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
い
わ
ば
先
生
の
ナ
マ
の
感
情

な
ど
、
人
間
く
さ
さ
が
そ
の
ま
ま
伝
わ
る
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
同
様
の
意
図
を
手
書
き

に
求
め
る
先
生
は
多
く
、

●
機
械
の
文
字
よ
り
も
心
が
伝

わ
る
。
先
生
ら
し
い
字
で
は
な

い
。
…
そ
れ
が
人
間
く
さ
く
て

い
い
の
か
も
―
―
―
―
―

（
学
級
だ
よ
り
『
ひ
と
り
は
み
ん

な
の
た
め
に
　
み
ん
な
は
ひ
と

り
の
た
め
に
』
世
田
谷
区
立
桜

町
小
学
校
・
岩
田
郷
子
先
生
）

●
手
書
き
に
「
心
」
と
「
心
」

を
大
切
に
し
た
い
思
い
が
込
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
生
徒
に

伝
わ
っ
て
い
る
―
―
―
―
―

（
保
健
だ
よ
り
『
ハ
ー
ト
も
お
し
ゃ
れ
』
大
仙
市

立
大
曲
中
学
校
・
富
山
和
子
先
生
）

●
「
手
書
き
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ

り
が
あ
り
ま
す
。（
字
が
）
下
手
で
も
、
怒
っ
て

い
た
り
、
う
れ
し
か
っ
た
り
、
そ
の
時
の
感
情

を
込
め
る
と
い
う
こ
と
。
熱
い
思
い
を
語
る
と

い
う
こ
と
で
す
―
―
―
―
―

（
部
活
動
便
り
『
ラ
ブ
・
オ
ー
ル
』
長
岡
市
立
秋

葉
中
学
校
・
水
戸
巌
先
生
）

と
、
各
先
生
が
手
書
き
を
続
け
る
理
由
を
述

べ
て
い
ま
す
。

思
い
つ
い
た
ま
ま
を
自
由
に
表
現

斜
め
の
見
出
し
を
入
れ
た
り
、
欄
外
に
書
き

込
ん
だ
り
と
、
紙
面
を
自
由
に
使
う
こ
と
が
で

き
る
の
も
手
書
き
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

学
級
だ
よ
り
『
大
好
き
』（
草
津
市
立
高
穂
中

第3回「育て！プリントコミュニケーション」コンクール
入賞作品から　　　　 ●よりよい通信をつくるヒント⁄

「手書き通信」の魅力と効用
かつては手書きでしか発行できなかった通信類も、現在では、その多くがパソコンで制作されてい

ます。第3回「育て！プリントコミュニケーション」コンクールの応募作品(470点)も、そのほ

とんどがパソコンによるものです。しかし、上位入賞作品35点を見てみると約3割（11点）が

手書きによる作品でした。

手書きの文字やイラストは、温もりや味わいがあるだけでなく、「活字に慣れると逆に新鮮に見え

るし、インパクトも強い」「読みやすく分かりやすい」など見直すべき点があるようです。そこで、

今回は、「手書き通信」に注目してみました。

●酒田市立第四中学校の
学級通信『富樫便』（優秀賞）
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学
校
）
は
ま
さ
に
そ
の
好
例
で
、
小
林
浩
美
先

生
は
の
び
の
び
と
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
、
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
い
る
感
じ
を
受
け

ま
す
。

学
級
通
信
『
み
ん
な
主
人
公
23
』（
宇
治
市
立

西
宇
治
中
学
校
）
も
同
じ
で
、
林
原
茂
先
生
は

自
作
の
漫
画
を
載
せ
て
、
楽
し
い
雰
囲
気
を
か

も
し
出
し
て
い
ま
す
。「
も
し
絵
が
苦
手
な
先
生

は
、
生
徒
に
描
い
て
も
ら
っ
て
載
せ
る
だ
け
で

も
紙
面
は
が
ら
り
と
変
わ
り
ま
す
」と
、
林
原
先

生
は
カ
ッ
ト
や
漫
画
の
効
用
を
説
い
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
パ
ソ
コ
ン
で
作
っ
て
い
て
手
書
き

に
変
え
た
の
は
学
級
通
信
『
や
さ
し
い
子
』（
岡

崎
市
立
六
ツ
美
南
部
小
学
校
）
の
稲
垣
た
か
み
先

生
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
だ
と
立
ち
上
げ
に
時
間
が

か
か
っ
た
り
し
て
気
持
ち
が
薄
れ
る
の
で
、
現

在
は
、「（
そ
の
時
々
）
感
じ
た
こ
と
を
そ
の
ま

ま
文
に
す
る
こ
と
を
優
先
し
て
い
ま
す
」
と
の

こ
と
。

パ
ソ
コ
ン
と
の
併
用
も
効
果

パ
ソ
コ
ン
と
手
書
き
の
併
用
で
、
紙
面
に
変

化
や
メ
リ
ハ
リ
を
上
手
に
出
し
て
い
る
通
信
も

あ
り
ま
す
。

『
花
鳥
風
月
』（
加
古
川
市

立
加
古
川
中
学
校
・
阪
田

一
史
先
生
）
や
学
級
通
信

『
げ
ん
き
』（
桐
生
市
立

境
野
小
学
校
・
武
井
美

佳
先
生
）
な
ど
が
そ
れ
で
す
。
英
語
科
通
信

『Sailing
-2

』（
白
山
市
立
鶴
来
中
学
校
）
で
は
、

と
か
く
ス
ペ
ー
ス
が
と
ら
れ
が
ち
に
な
る
手
書

き
の
欠
点
を
「
多
く
の
英
文
を
読
ま
せ
た
い
と

思
う
と
き
に
は
パ
ソ
コ
ン
で
打
ち
直
す
」（
北
光

代
先
生
）
こ
と
で
解
消
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
審
査
員
の

吉
成
勝
好
先
生
を
し
て
「
よ
い
仕
事
を
し
て
い

ま
す
ね
と
言
い
た
く
な
る
」
と
「
感
嘆
」
さ
せ

た
校
報
『
城
の
山
』（
た
つ
の
市
立
越
部
小
学
校
）

で
す
。

田
中
一
典
先
生
は
、
教
職
35
年
間
、
ガ
リ
版

以
来
の
手
書
き
通
信
発
行
で
、『
初
心
』
を
忘
れ

な
い
た
め
に
手
書
き
を
続
け
て
い
る
と
言
い
ま

す
。「
紙
面
も
内
容
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
、
安

定
し
た
情
報
提
供
に
な
っ
て
い
る
」（
吉
成
勝
好

先
生
）
と
の
評
価
で
し
た
。

●草津市立高穂中学校の
学級だより『大好き』（審査員特別賞）

●加古川市立加古川中学校の
学級通信『花鳥風月』
（審査員特別賞）

●たつの市立越部小学校の
校報『城の山』（優良賞）

※学校名は応募時点のものです。
※本文中の先生のコメントは、「育て！ プリントコミュニケーション」コンクール 入賞作品集から抜粋しました。

PRSENT文中で紹介した全作品をはじめ、入賞作品35
点と活動報告、講評などを掲載した入賞作品集（A4判・
88頁）をご希望の先生方にさしあげます。
お申し込みは財団ホームページ（http://www.riso-ef.or.jp）
から。また、同ホームページの「通信なんでも相談室」（第
13回「手書きか?パソコン制作か?Web通信か?」他）もあ
わせてご覧ください。


